
1 
 

日本看護技術学会第 23 回学術集会 交流セッション 

「その排便ケア、ほんとうに安全ですか？〜排便ケアパッケージの提案〜」 

・開催⽇時： 205 年 10 ⽉ 11 ⽇（⼟）14：20〜15：20 
・開催内容：①グリセリン浣腸の有害事象のメカニズム   ②有害事象の分析・事例の紹介 
      ③安全なグリセリン浣腸の実施⽅法      ④排便ケアパッケージの使⽤⽅法 

⑤パッケージ内技術の実施⽅法紹介（温罨法・腹部マッサージ）   ⑥意⾒交換 
・参加者：127 名、アンケート回収数：66 名（回収率：51.6%） 
 
 
 
 
 
 
 
1. 本日の内容はいかがでしたか。 n=65         2. 内容は理解できましたか。 n=64 

 

 

 

 

 

 

 

3. 排便ケアパッケージを現場で活用していきたいと思いますか。 n=65 

 

4. 排便ケアパッケージを「活用したい」「紹介したい」かどうかと、その理由をお聞かせください。  

１）「活用したい」「紹介したい」と回答した理由 n=28 （一部抜粋して掲載） 

 1 つのケアではなく組み合わせて実施していく必要があるとあらためて感じたため。 
 臨床で便通コントロールについて迷うことがあったため。／・看護の統⼀を図るため。 
 浣腸と摘便の使⽤順番が理解できた。何を確認して使⽤するか分かりやすかったため。 
 腰部の温罨法についても⾏ってみたいため。 
 新⼈に指導するにあたり、分かりやすいと思ったため。 
 授業で取り上げたい。現在⾏われている研究として、学⽣にも伝えたいため。 

２）「どちらでもない」と回答した理由 n=3 

 現場にいないため。／・⼀部施設には当てはまらないと感じたため。 
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5. 本日の交流セッションの感想についてお聞かせください。n=32 （一部抜粋して掲載） 

 技術学会においての最新の看護技術を学べて良かった。 
 排便ケアのリスクや注意点を知ることができた。 
 実践に繋がる、とても活⽤できる内容だった。 
 （キャラバン）研修会にも参加したい。 
 以前、⼈間環境⼤学で開催されたキャラバン研修会に参加した。また参加したい。 
 熱布の作成⽅法が、後ろの席では⾒にくかったのが残念だった。 
 今後このパッケージを⽤いたことによる（介⼊）結果がどうなるのか、また報告を聞きたい。 
 以下の点について、知りたい 

早期に GE を諦める指標／下剤・坐薬の使⽤⽅法・タイミング／消化器外科での術直後の腹部マッサ
ージの是⾮／精神科の便秘・下剤の⼤量使⽤という問題への対応／排便反射のないケースヘの対応 

 
 
1. 職種 n=65                     2. 初回の参加 n=64 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 交流セッションに参加した動機を教えてください。 n=65（複数回答） 

 


